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１　はじめに

　本研究で対象とした嘉瀬川水系では、低平地特有の水路網への灌漑用水と非灌漑期における水路維持用水

の供給が水利用の主な特徴である。水量的には高度に開発・利用されていることになるが、一方では、水路

網末端部への供給不足やそれに伴う水質悪化、嘉瀬川本川の維持流量不足などの問題もあり、水量・水質か

ら見た総合的水資源管理が必要とされる流域でもある。本研究は、上流部の北山ダムと嘉瀬川ダム（建設中）

の連携運用による水資源開発を１つのケースとして考え、嘉瀬川

水系の総合水資源管理の確立を最終目的として、水質から見た問

題分析を実施したものである。

２　モデルの概要

　嘉瀬川水系の概略を図-1 に、モデルの模式図を図-2に示す。

本モデルは流域ブロックと河道、貯水池からなり、各ブロック毎

に流出モデルや貯水池水質モデル等を作成し、それらを結合させ

ることで嘉瀬川流域モデルとした。対象水質はＣＯＤとした。

　流出解析にはタンクモデルを用い、排出負荷は原単位法で与え

た。貯水池モデルには鉛直一次元水質モデルを用いた。河道モデ

ルではＨ－Ｑ式により河道部分の貯留量を算定し、嘉瀬川大堰を

含む河道については藻類増殖に伴うＣＯＤ濃度の増加を考慮した。

水路網部分については、幹線水路毎にブロック分割し、各ブロッ

クを一池モデルとして、藻類増殖と沈降を考慮した。藻類増殖に

伴うＣＯＤの反応は一次反応によるものとした。

　本モデルの構築により、最上流の北山ダムから最下流の水路

網・嘉瀬川大堰までの水量・水質モデルが一元化され、水利用形

態の変更に伴う水質予測を行うことが出来る。本研究で想定した

ダム連携運用では、上流ダムを温存するため藻類増殖が下流域へ

及ぼす影響を評価した。

３　現況の再現結果

　図-3 に河道部の各観測地点における実測値及び計算結果を示

す。各観測地点とも現況における実測値の再現性は概ね良好であ

る。流量が極めて少ない時のモデル整合性を高めようとすれば、

栄養塩物質の制限因子を考慮した検討が要求されるが、詳細につ

いては、今後の課題としたい。

　水路網部については実測データからブロック内平均濃度を求め
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図-2　嘉瀬川流域モデル模式図

図-1　嘉瀬川流域概要
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計算値との比較を行った。再現結果を図-4 に示す。夏期においては藻類の増殖によって停滞水域のＣＯＤ

濃度は高くなるが、幹線水路を介して供給される灌漑用水によって、ブロックの滞留時間がさほど長くなら

ず、ＣＯＤ濃度も比較的良好のようである。本研究ではブロック内の水路網を一池モデルで代表しているた

めに、水路網内の局所的な水質悪化は再現できないが、全体的な傾向は再現されているようである。特に、

非灌漑期において、水路維持用水の

不足に伴うＣＯＤ濃度の増加傾向も

再現されている。

４　水質予測結果

　図-5 にダム連携時の河道部水質

予測と再現結果を、図-6 に水路網

部水質予測と再現結果を示す。川上

地点でのＣＯＤ濃度を比較すると、

夏期において若干ではあるがＣＯＤ

濃度が高くなる傾向がある。しかし

下流の嘉瀬川大堰では、ＣＯＤ濃度

に大きな変化は見られない。これは、

大堰地点における維持流量が増すこ

とにより、藻類増殖が抑制されるた

めである。平成６年に一部、予測値

が再現値を短期的ではあるが上回っ

ている。これは藻類の増殖を一次反

応で表現したため、渇水時における

北山ダム放流水質が単独運用時より

も高いことに起因している。全体的

には、単独運用時とダム連携時にお

いて大きな差は見られず、ダム連携

に対し懸念されていた北山ダムの滞

留時間の増加に伴う水質の悪化は認

められなかった。長期的に見た水質

管理の観点からは、低平地水路網特

有の水質特性（湖沼型）を有するこ

とから、本流域においては、非灌漑

期における水路維持用水の確保策に

ついてさらなる検討が必要であろう。

５　まとめ

　嘉瀬川水系の総合水資源管理を考

えるため、水質モデルの構築を試み

た。問題分析を行い概ね当初の目的

を達成できたが、今後、栄養塩の挙

動を考慮した検討を進めて行きたい。
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図-3　河道部水質再現結果

図-4　水路網部水質再現結果

図-5　河道部水質予測結果

図-6　水路網部水質予測結果
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